
D 情報の技術 

地域の問題を双方向性のあるコンテンツで解決しよう 

（  ）年（  ）組（  ）番（            ） 

本質的な問い 情報の技術によって，安全で誰もが取り残されることのない社会を実現するにはど

うすればいいだろう 

 

＜学習の記録＞ 

制作者の思いや工夫を読み取ろう 

項  目 どんな目的で制作されているか 工 夫 点 
＜宿泊先検索＞ 
 
 
https://www.trivago.jp/ja 

  

＜防災・減災マップ＞ 
 
 
https://maps.pref.tokushim
a.lg.jp/bousai/ 

  

＜ルート検索サイト＞ 
https://mapfan.com/map/rout
es/search?c=34.084456166853
016,134.55732838800702,14.5
18716027746201&s=std,pc,ja&
p=none 

  

 

＜課題解決＞ 

安全に関わる問題にはどんなものがありますか 

種類と視点 （     ） （     ） （     ） 

自分    

家の近くの誰か    

遠くの誰か    

地図コンテンツを使って解決できそうな課題には何がありますか。 

課題： 

 

ための地図コンテンツ開発 

どのような情報が必要ですか。 

 

 

＜実践方法＞ 

構想図を描いてみよう 

 

 

https://www.triv
ago.jp/

https://maps.pre
f.tokushima.lg.jp
/bousai/
https://mapfan.com/map/route
s/search?c=34.08434175180
611,134.55719415770636,1
5.429805738025095&s=std,p
c,ja&p=none



作業計画シート   

（自己評価：できた４，まあまあできた３，あまりできなかった２，できなかった１） 

授業 

時間 
作業目標 実際の作業内容 

自己評価 

①時間内にできたか 

②集中して取り組めたか 

①   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

②   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

③   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

④   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑤   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑥   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑦   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑧   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑨   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

⑩   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

   
①４・３・２・１ 

②４・３・２・１ 

 

中間発表によって問題解決できたか評価しよう 

完成度 

 

      ％ 

満足度 

 

      ％ 

修正点 

 

 

改善方法 

 

＜制作の評価＞ 

完成後の製作品によって問題解決できたか評価しよう 

（解決できていない場合はその問題点を書いてみよう） 

解決の度合 

解決できなかった                解決できた 

①         ②        ③         ④ 

評価の視点：「わかりやすいコンテンツか」「正しい情報か」「探す手間は少ないか」 

「掲載して良い情報か」「データは整理されているか」 

 

＜振り返りとこれから＞ 

プログラムで問題を解決するためにどんな工夫をしましたか。 

 

 

学んだ情報の技術を使ってどんなものをつくりたいですか。 

 

 

今は生成 AI のような双方向性のあるコンテンツが開発されていますが、これからどんなコンテンツが

必要とされると思いますか。 

 

 



完成したコンテンツの写真


